
 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

げつようび 

初代
しょだい

教会
きょうかい

の信徒
し ん と

は、牧師
ぼ く し

先生
せんせい

が思
おも

いきり福音
ふくいん

を伝
つた

えることができるように助
たす

けまし

た。また、子
こ

どもから現場
げ ん ば

まで生
い

かした人々
ひとびと

でした。私
わたし

たちが初代
しょだい

教会
きょうかい

の信徒
し ん と

のよう

にしようとしても、うまくいかない時
とき

があります。私
わたし

の知識
ち し き

、私
わたし

の経験
けいけん

で何
なに

かしてみ

ようとするからです。これは神様
かみさま

を信
しん

じることができない不信仰
ふしんこう

ですから、なんども

失敗
しっぱい

するようになります。 

礼拝
れいはい

時間
じ か ん

に聞
き

いたみことばを、単
たん

なる聖書
せいしょ

の話
はなし

だと考
かんが

えるなら失敗
しっぱい

します。必
かなら

ず

私
わたし

に向
む

けられた、生
い

きておられる神様
かみさま

のみことばとして聞
き

かなければなりません。そし

て、このみことばを私
わたし

の生活
せいかつ

の方向
ほうこう

としなければなりません。神様
かみさま

の方向
ほうこう

であるからで

す。ここに立
た

っていれば、私
わたし

が必
かなら

ずしなければならないことが見
み

えます。このとき、

神様
かみさま

が本当
ほんとう

に、私
わたし

とともにおられることを体験
たいけん

することができます。 

また、聖書
せいしょ

にあるイエス・キリストの福音
ふくいん

のみことばを私
わたし

の心
こころ

に刻
きざ

みましょう。そ

のみことばが、真実
しんじつ

に刻印
こくいん

されれば、目
め

に見
み

えない霊的
れいてき

な傷
きず

のいやしが始
はじ

まります。私
わたし

を通
とお

して個人
こ じ ん

、教会
きょうかい

、現場
げ ん ば

がいやされるのです。この大切
たいせつ

なことに用
もち

いられるように、

私
わたし

を重要
じゅうよう

な人
ひと

として呼
よ

んでくださった神様
かみさま

に感謝
かんしゃ

しましょう。 

ローマ 

16章
しょう

25～27節
せつ

 

わたしは じゅうような ひとです 

      

神様
かみさま

、聖書
せいしょ

を神様
かみさま

のみことばとして体験
たいけん

できますように。それが私
わたし

の力
ちから

に

なって、現場
げ ん ば

をいやす弟子
で し

になるように導
みちび

いてください。生
い

きておられる

イエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

私
わたし

の福音
ふくいん

とイエス・キリストの宣教
せんきょう

によって、すなわち、世々
よ よ

にわたって長
なが

い間
あいだ

隠
かく

され

ていたが、今
いま

や現
あら

わされて、永遠
えいえん

の神
かみ

の命令
めいれい

に 従
したが

い、預言者
よげんしゃ

たちの書
しょ

によって、信仰
しんこう

の

従 順
じゅうじゅん

に導
みちび

くためにあらゆる国
くに

の人々
ひとびと

に知
し

らされた奥義
お く ぎ

の啓示
け い じ

によって、あなたがたを堅
かた

く立
た

たせることができる方
かた

、知恵
ち え

に富
と

む唯一
ゆいいつ

の神
かみ

に、イエス・キリストによって、御栄
み さ か

えが

とこしえまでありますように。アーメン。 

会
あ

う人
ひと

                        準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

70 人要員訓練メッセージ│ 2017.11.28                                          

かいてみよう 

 

私
わたし

は現場
げ ん ば

を生
い

かして、いやす重要
じゅうよう

な人
ひと

です。 

私
わたし

の心
こころ

に残
のこ

っているみことばを記録
き ろ く

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

神
かみ

のことばは生
い

きていて、 力
ちから

があり、両刃
りょうば

の剣
けん

よりも鋭
するど

く、 

たましいと霊
れい

、関節
かんせつ

と骨髄
こつずい

の分
わ

かれ目
め

さえも刺
さ

し通
とお

し、 

心
こころ

のいろいろな 考
かんが

えやはかりごとを判別
はんべつ

することができます。（ヘブル 4:12） 

 
 

     聖
せい

日
じつ

礼拝
れいはい

のみことば  きょうの「子
こ

どもの  聖書
せいしょ

を読
よ

む 

               祈
いの

りの手帳
てちょう

」のみことば  聖句
せ い く

暗唱
あんしょう

 
 



 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かようび 

最
もっと

も重
じゅう

要
よう

な教育
きょういく

現場
げ ん ば

は、家庭
か て い

です。毎日
まいにち

聞
き

くパパやママのことばが、ときには

小言
こ ご と

のように聞
き

こえるでしょうが、私
わたし

たちに必要
ひつよう

な教育
きょういく

です。立派
り っ ぱ

な人
ひと

の大部分
だいぶぶん

は、

このようなパパやママの教育
きょういく

を確
たし

かに受
う

け取
と

りました。それゆえ、初代
しょだい

教会
きょうかい

は、だれ

も妨
さまた

げることができない家庭
か て い

を中心
ちゅうしん

に福音
ふくいん

の人
ひと

を見
み

つけて育
そだ

てました。 

初代
しょだい

教会
きょうかい

のような家庭
か て い

になろうとするならば、まず霊的
れいてき

状態
じょうたい

を点検
てんけん

する３つのこと

に挑戦
ちょうせん

しなければなりません。１つ目
め

、私
わたし

の刻印
こくいん

、根
ね

、体質
たいしつ

を変
か

えるみことばの流
なが

れ、答
こた

えの流
なが

れを見
み

る深
ふか

い対話
た い わ

フォーラムの時間
じ か ん

を持
も

ちましょう。２つ目
め

、タラントを

見
み

つける成人式
せいじんしき

、専門性
せんもんせい

を見
み

つける使命式
しめいしき

、世
よ

の中
なか

を生
い

かす派遣式
はけんしき

を実際
じっさい

にそなえまし

ょう。３つ目
め

、祈
いの

りを学
まな

ばなければなりません。定刻
ていこく

祈
いの

りでサミットの時間
じ か ん

を、常時
じょうじ

祈
いの

りで生活
せいかつ

の中
なか

で福音
ふくいん

を味
あじ

わって、集 中
しゅうちゅう

祈
いの

りで私
わたし

と他
ほか

の人
ひと

をいやす力
ちから

を受
う

けるので

す。 

このように、家庭
か て い

で受
う

けた教
おし

えに従 順
じゅうじゅん

にすれば、友
とも

だちと、行
い

く現場
げ ん ば

を生
い

かす、

神様
かみさま

が尊
とうと

く用
もち

いてくださる人
ひと

に成長
せいちょう

するでしょう。 

I ペテロ 

2 章
しょう

9節
せつ

 

 

かていで てんけんする  

     れいてき じょうたい 

 

神様
かみさま

、私
わたし

を神
かみ

様
さま

がご覧
らん

になるときに、いちばん立派
り っ ぱ

な霊的
れいてき

状態
じょうたい

になるよう

に、家庭
か て い

で点検
てんけん

させてください。生
い

きておられるイエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

しかし、あなたがたは、選
えら

ばれた種族
しゅぞく

、王
おう

である祭司
さ い し

、聖
せい

なる国民
こくみん

、神
かみ

の所有
しょゆう

と

された民
たみ

です。それは、あなたがたを、やみの中
なか

から、ご自分
じ ぶ ん

の驚
おどろ

くべき光
ひかり

の

中
なか

に招
まね

いてくださった方
かた

のすばらしいみわざを、あなたがたが宣
の

べ伝
つた

えるためな

のです。 
 

会
あ

う人
ひと

                        準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

ミッションホーム要員訓練メッセージ│ 2017.11.28                                        

家族
か ぞ く

といっしょに、今週
こんしゅう

のみことばをフォーラムして、それぞれの 

フォーラムを、下
した

のふきだしに書
か

いたあと、色
いろ

をぬりましょう。 いろを 

ぬろう 



 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すいようび 

神様
かみさま

に用
もち

いられる人
ひと

はどんなことをしても、どんな場所
ば し ょ

にいても、神様
かみさま

の願
ねが

いに従
したが

っ

て決断
けつだん

して動
うご

きます。預言者
よげんしゃ

エリヤの時代
じ だ い

に生
い

きていた重 職 者
じゅうしょくしゃ

オバデヤが、そのよう

な人
ひと

でした。 

彼
かれ

は、悪
わる

い王妃
お う ひ

イゼベルの命令
めいれい

のゆえに預言者
よげんしゃ

が殺
ころ

されていたとき、彼
かれ

らを隠
かく

して

保護
ほ ご

しました。もしかしたら自分
じ ぶ ん

が殺
ころ

されるかもしれなかったのにです。 

そのようにできたのは、神様
かみさま

をおそれる信仰
しんこう

と、王
おう

も信頼
しんらい

するほどの実力
じつりょく

があったた

めです。預言者
よげんしゃ

エリヤが、疲
つか

れて死
し

を求
もと

めるほど危機
き き

にあった時
とき

にも、神様
かみさま

はオバデヤ

を用
もち

いられました。神様
かみさま

は彼
かれ

を通
とお

して 100人
にん

の預言者
よげんしゃ

を立
た

てられ、七千
ななせん

弟子
で し

を隠
かく

してお

いたとエリヤに言
い

われました。また、後継者
こうけいしゃ

エリシャのような、霊的
れいてき

祝福
しゅくふく

を求
もと

める弟子
で し

が立
た

つために隠
かく

れた霊的
れいてき

影響
えいきょう

を与
あた

えました。 

この時間
じ か ん

、オバデヤのように神様
かみさま

をおそれながら、実力
じつりょく

をそなえた弟子
で し

になることを

祈
いの

りましょう。神様
かみさま

をおそれるときに受
う

けるまことの力
ちから

で礼拝
れいはい

をささげ、勉強
べんきょう

して、

友
とも

だちを生
い

かすようになるでしょう。 

I列
れつ

王
おう

 

18 章
しょう

3～4節
せつ

 

まことの ちからを もっている もの 

神様
かみさま

、ひとりの霊的
れいてき

な力
ちから

が神様
かみさま

のみこころを成
な

しとげる霊的
れいてき

な力
ちから

になっ

て、多
おお

くの弟
で

子
し

を立
た

てる機会
き か い

になりました。私
わたし

も神様
かみさま

の願
ねが

いを成
な

しとげる

弟子
で し

となるように、導
みちび

いてください。生
い

きておられるイエス・キリストの

お名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

アハブは王宮
おうきゅう

をつかさどるオバデヤを呼
よ

び寄
よ

せた。――オバデヤは非常
ひじょう

に主
しゅ

を

恐
おそ

れていた。イゼベルが主
しゅ

の預言者
よげんしゃ

たちを殺
ころ

したとき、オバデヤは百人
ひゃくにん

の

預言者
よげんしゃ

を救
すく

い出
だ

し、五十人
ごじゅうにん

ずつほら穴
あな

の中
なか

にかくまい、パンと水
みず

で彼
かれ

らを養
やしな

っ

た――。 

会
あ

う人
ひと

                        準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

産業宣教メッセージ│ 2017.12.2                                         

さんびしよう 

 



 

 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私
わたし

たちは、多
おお

くの人
ひと

に会
あ

って、多
おお

くの文化
ぶ ん か

に接
せっ

し、たくさんのことを考
かんが

えながら、

一日
いちにち

を生
い

きています。気分
き ぶ ん

が良
よ

くなる出会
で あ

い、力
ちから

が湧
わ

いてくる文化
ぶ ん か

、正
ただ

しい考
かんが

えだけな

らば問題
もんだい

ないかもしれません。しかし、神様
かみさま

を離
はな

れた人々
ひとびと

の出会
で あ

いとことば、文化
ぶ ん か

と考
かんが

えは、サタンの攻撃
こうげき

を受
う

けるようになっています。（ヨハネ 8:44）時代
じ だ い

が変
か

わって、科学
か が く

と医学
い が く

は発展
はってん

したのですが、いやすことができない病気
びょうき

はさらに多
おお

くなり、ますます苦
くる

し

むようになりました。そのなかでも、とくに精神
せいしん

問題
もんだい

は日々
ひ び

増
ふ

えています。そのために、

神様
かみさま

を信
しん

じない宗 教
しゅうきょう

団体
だんたい

とニューエイジ団体
だんたい

が瞑想
めいそう

を通
とお

して誤
あやま

ったいやしの働
はたら

きをし

ています。それゆえ、さらに多
おお

くの人
ひと

が混乱
こんらん

に陥
おちい

るようになりました。 

レムナントは、今日
き ょ う

から私
わたし

を生
い

かす時間
じ か ん

を持
も

たなければなりません。イエス様
さま

がこの

地
ち

に来
こ

られて、罪
つみ

、のろい、地獄
じ ご く

の背景
はいけい

とサタンに勝
か

たれたキリストだという事実
じ じ つ

をこの

時間
じ か ん

に信
しん

じて味
あじ

わいながら、力
ちから

を受
う

けなければなりません。そうすれば、世
よ

の中
なか

に属
ぞく

す

ことなく、神様
かみさま

とともにいていやされる祝福
しゅくふく

を味
あじ

わうことができます。レムナントのヨ

セフは、私
わたし

を生
い

かす力
ちから

でエジプトのパロ王
おう

に答
こた

えを与
あた

えました。レムナントの私
わたし

も、

やはり、私
わたし

を生
い

かす力
ちから

があるならば、すべての現場
げ ん ば

と、どんな出
で

会
あ

いの中
なか

でも、ヨセフ

のように答
こた

えを与
あた

える証
しょう

人
にん

になるでしょう。 

 

使徒
し と

 

1 章
しょう

8節
せつ

 

わたしを いかす じかんを 

もちましょう 

神様
かみさま

、伝道者
でんどうしゃ

として呼
よ

んでくださって、ありがとうございます。福音
ふくいん

の中
なか

に

あるいやしの力
ちから

を味
あじ

わうことができますように。生
い

きておられるイエス・

キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

しかし、聖霊
せいれい

があなたがたの上
うえ

に臨
のぞ

まれるとき、あなたがたは力
ちから

を受
う

けます。そ

して、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土
ぜ ん ど

、および地
ち

の果
は

てにまで、わたしの

証人
しょうにん

となります。 

会
あ

う人
ひと

                        準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

核心訓練メッセージ│ 2017.12.2                                     

もくようび 



 

 

きんようび 

 

 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世
よ

の中
なか

が強
つよ

く見
み

えていたアブラハムの信仰
しんこう

を、神様
かみさま

は点検
てんけん

するようにされました。世
よ

の中
なか

が強
つよ

く

見
み

える錯覚
さっかく

のためにずっと不安
ふ あ ん

だったからです。アブラハムは、自分
じ ぶ ん

のアイデンティティが、

祝福
しゅくふく

の根源
こんげん

（契約
けいやく

的
てき

祝福
しゅくふく

、根源
こんげん

的
てき

祝福
しゅくふく

、代表
だいひょう

的
てき

祝福
しゅくふく

、不可抗力
ふかこうりょく

的
てき

祝福
しゅくふく

、記念
き ね ん

碑
ひ

的
てき

祝福
しゅくふく

）を

持
も

っている神
かみ

の子
こ

どもであるということを知
し

っていました。しかし、あまりにも弱
よわ

い表
おもて

の自分
じ ぶ ん

の

姿
すがた

を見
み

るたびに、錯覚
さっかく

に陥
おちい

っていました。そのため「私
わたし

は何
なに

もできない」と思
おも

っていたので

す。結果的
けっかてき

には、神様
かみさま

が生
い

きておられるということをのがしていました。 

神様
かみさま

はアブラハムが錯覚
さっかく

を捨
す

てられるように、３つのテストをされました。１つ目
め

、カルデヤの

ウルを離
はな

れなさいと言
い

われました。不信仰
ふしんこう

と、だめな条件
じょうけん

を離
はな

れなさいということです。２つ

目
め

、イサクを通
とお

して約
やく

束
そく

を成
な

し遂
と

げると言
い

われました。困難
こんなん

の中
なか

で神様
かみさま

の契約
けいやく

を握
にぎ

りなさいと言
い

わ

れたのです。３つ目
め

、あなたの愛
あい

するひとり子
ご

イサクをささげなさいと言
い

われました。そして、

神様
かみさま

はイサクが死
し

ぬべきときに、やぶに角
つの

をひっかけていた雄
お

羊
ひつじ

を準備
じゅんび

されました。（アドナ

イ・イルエ）死
し

ななければならない私
わたし

たちのために、キリストをくださったようにです。神様
かみさま

が

アブラハムに与
あた

えられた祝福
しゅくふく

を、私
わたし

たちにも与
あた

えてくださいました。錯覚
さっかく

の前
まえ

で、３つのテスト

によって、私
わたし

の信仰
しんこう

を点検
てんけん

しましょう。そのとき、完全
かんぜん

な神様
かみさま

が、私
わたし

を祝福
しゅくふく

の根源
こんげん

として呼
よ

ん

でくださったことも忘
わす

れないようにしましょう。 

アブラハムの しんこう てんけん 

わたしの しんこう てんけん 
                

 

 

神様
かみさま

、この世
よ

と雰囲気
ふ ん い き

を見
み

て、神様
かみさま

がいないと考
かんが

えてしまう錯覚
さっかく

から出
で

てくるよ

うに、神様
かみさま

がくださったみことばを書
か

きとめて、私
わたし

の信仰
しんこう

を点検
てんけん

することができ

ますように。生
い

きておられるイエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。ア

ーメン 

 

会
あ

う人
ひと

                         準備
じゅんび

する資料
し り ょ う
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創世記
そうせいき

 

22 章
しょう

1～2節
せつ

 

これらの出来事
で き ご と

の後
のち

、神
かみ

はアブラハムを試練
し れ ん

に会
あ

わせられた。神
かみ

は彼
かれ

に、「アブラハムよ」と

呼
よ

びかけられると、彼
かれ

は、「はい。ここにおります」と答
こた

えた。神
かみ

は仰
おお

せられた。「あなたの

子
こ

、あなたの愛
あい

しているひとり子
ご

イサクを連
つ

れて、モリヤの地
ち

に行
い

きなさい。そしてわたしが

あなたに示
しめ

す一
ひと

つの山
やま

の上
うえ

で、全焼
ぜんしょう

のいけにえとしてイサクをわたしにささげなさい。」 

２つの絵
え

のちがいから、私
わたし

の偶像
ぐうぞう

を見
み

つけて、捨
す

てて、アブラハムが 

イサクをささげたように、完全
かんぜん

に私
わたし

を神様
かみさま

にささげるレムナントに 

なりましょう。全部
ぜ ん ぶ

で７つあります。 ちがいを 

みつけよう 



 

 

 

 

 

 
 

 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダビデは、父
ちち

であるエッサイのお手伝
て つ だ

いとして、兄
あに

たちがいる戦場
せんじょう

へ行
い

きました。国
くに

のために危険
き け ん

な所
ところ

へダビデが行
い

けた理由
り ゆ う

は、神様
かみさま

がくださった霊的
れいてき

な力
ちから

、知恵
ち え

、実力
じつりょく

が準備
じゅんび

されていたからです。これが、ダビデが家庭
か て い

でそろえた正
ただ

しい国家
こ っ か

観
かん

でした。 

ダビデは羊飼
ひつじか

いであったとき、サムエルに会
あ

いました。神様
かみさま

のしもべサムエルを通
とお

し

て、王
おう

として油
あぶら

を注
そそ

がれて、ミツパ運動
うんどう

、契約
けいやく

の箱
はこ

の内容
ないよう

を伝
つた

えられました。これが、

教会
きょうかい

でそろえた正
ただ

しい国家
こ っ か

観
かん

でした。 

ダビデは、エッサイのお手伝
て つ だ

いと、サムエルの契約
けいやく

伝達
でんたつ

を通
とお

して、ペリシテのゴリヤテ

を倒
たお

しました。現場
げ ん ば

で答
こた

えを受
う

けて、そのうわさがすべての国
くに

に広
ひろ

がりました。それだけ

でなく、国家
こ っ か

伝道
でんどう

がなされ、そのうわさがだんだん広
ひろ

がって、世界
せ か い

宣教
せんきょう

がなされるよう

になりました。 

今
いま

でもこの働
はたら

きは続
つづ

いています。ダビデのように私
わたし

たちもこの働
はたら

きに参加
さ ん か

できま

す。毎日
まいにち

、私
わたし

の定刻
ていこく

祈
いの

り、常時
じょうじ

祈
いの

りの時間
じ か ん

に伝道
でんどう

と宣教
せんきょう

のために祈
いの

りましょう。今日
き ょ う

か

ら、この時代
じ だ い

の宣教
せんきょう

に参加
さ ん か

して、正
ただ

しい国家
こ っ か

観
かん

をそろえたレムナントになるように、い

っしょに祈
いの

りましょう。 

I サムエル 

17章
しょう

37節
せつ
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神様
かみさま

、私
わたし

を宣教師
せんきょうし

として呼
よ

んでくださってありがとうございます。正
ただ

しい国家
こ っ か

観
かん

を持
も

って、伝道
でんどう

と宣教
せんきょう

のために休
やす

まずに祈
いの

ることができますように。生
い

きておら

れるイエス・キリストのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。アーメン 

ついで、ダビデは言
い

った。「獅子
し し

や、熊
くま

の爪
つめ

から私
わたし

を救
すく

い出
だ

してくださった

主
しゅ

は、あのペリシテ人
じん

の手
て

からも私
わたし

を救
すく

い出
だ

してくださいます。」サウルは

ダビデに言
い

った。「行
い

きなさい。主
しゅ

があなたとともにおられるように。」 

 

会
あ

う人
ひと

                         準備
じゅんび

する資料
し り ょ う

 

    ダビデの信仰
しんこう

の旅程
りょてい

に従
したが

っていきましょう。 

    正
ただ

しい順序
じゅんじょ

に絵
え

をならべて、ともだちに説明
せつめい

しましょう。 みことばを 

てきようしよう 

せんきょうしの しんこうこくはく 
どようび 


